
 
 

住所：〒650-0035 神戸市中央区浪花町 59 番地 
神戸朝日ビルディング 

電話：078-322-1600 

プレスリリース カテゴリー:［新造船］ 
2022 年 4 月 20 日発信 

報道関係者各位 

670TEU 型国内最大級内航コンテナ船が竣工 

～さらなる省エネ化の実現による戦略港湾政策への貢献～ 

 
井本商運株式会社（本社：神戸市、井本隆之社長）は、山口県下関市の旭洋造船株式会社において国

内最大級の 670TEU 型内航コンテナ船の命名引渡式を、4 月 21 日に行います。本船は、同造船所で建造

した「なとり」（2015 年）、「ながら」（2018 年）に続く同型の 3 番船です。 
引渡し後は京浜～阪神～北部九州航路に投入し、定曜日ウィークリーサービスの利便性の強化及び省

エネ化を実現します。国際コンテナ戦略港湾政策の一環として、国際フィーダー貨物を戦略港湾にいっ

そう集荷すると共に国内貨物（動脈・静脈）についても、トラックドライバー不足などのモーダルシフ

ト需要に応える為、国内定期航路を拡充するものです。  
本船の特長の一つあるゲートラダーは、特殊な形状の 2 枚舵をプロペラの両側に配置し、省エネ効果、

振動や騒音の低減、離着岸性能を向上させています。 
本船は、「なとり」「ながら」でも採用した風圧抵抗の少ない「球状船首ブリッジ」に「垂直船首」を

組合せ採用した事で省エネ効果を高めました。また、煙突の外形を流線形にすることで空気抵抗をさら

に低減する効果も高めています。さらに、主機関にはこのクラスでは珍しいフル電子制御エンジンの採

用により低燃費と低負荷での連続航行を可能とさせ、CO2 削減に大きく貢献しています。 
本船居住区は、船員の居室を定員の 11名に対して乗船研修のため 10室追加し 21室としました。また、

船員室にはシャワー、トイレを完備し、大型実習室、女性専用区画を設けるなど、若年船員の教育船と

しての機能を高めています。当社は今後も省エネ技術の向上に取り組み、地球温暖化対策及び内航船員

の育成に貢献してまいります。 
本船は、省エネ設備の組み合わせにより、先行船の「ながら」に比べて大幅なエネルギー削減効果が

期待され、国土交通省と経済産業省が連携して行う「内航船の革新的運航効率化実証事業」にも認定さ

れています。 

 
＜会社概要＞ 

資本金 ：95 百万円 
事業内容：内航海運業 

設立  ：1973 年（昭和 48 年） 
本社  ：神戸市 

社長  ：井本隆之 
売上  ：124 億円（2021 年度） 

＜本件に関するお問い合わせは、管理部 大橋までお願いします。＞ 

TEL：078-322-1600 E-mail：ohashi@imotoline.co.jp 
＜初入港予定＞ 

4 月 21 日（木）15：30 門司港太刀浦ターミナル 

4 月 22 日（金）09：00 博多港香椎ターミナル 

4 月 25 日（月）09：00 神戸港 PC-17 ターミナル 

＜本船の特徴の詳細及び主要目は、添付をご参照ください。＞ 

 


